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１　　賑わい創出事業　【総務費】 ７　　森林所有者意向調査の実施　　【農林水産業費】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賑わい創出課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森林づくり推進課）

　・　予算額　　 ４，２４８千円 　・　予算額　　 ７，０００千円

２　　防犯灯ＬＥＤ化整備における一括リースの開始　　【総務費】 ８　　入間川源流エリアの整備　　【商工費】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生活安全課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観光・エコツーリズム推進課）

　・　予算額　　 ５，５５０千円 （１０年総額 ２２２，０００千円） 　・　予算額　　 ６，０００千円

３　　トーベ・ヤンソンあけぼの子どもの森公園の魅力向上　　【総務費ほか】 ９　　市道５－６号線（石倉唐竹線）の整備　　【土木費】
（情報戦略課、子育て支援課、道路公園課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路公園課）

　・　予算額　　 １２６，０３７千円 　・　予算額　　 １７，０００千円

４　　第３次ふくしの森プランの策定　　【民生費】 １０　学校教育アドバイザーの設置　　【教育費】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域・生活福祉課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学校教育課）

　・　予算額　　 ３，０００千円 　・　予算額　　 ３，６３６千円

５　　双柳放課後児童クラブの分割・施設新設　　【民生費】 １１　小学校水と緑の学習推進事業　　【教育費】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保育課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学校教育課）

　・　予算額　　 ３１，７９０千円 　・　予算額　　 ６，３２２千円

６　　水源地域間伐事業の実施　　【農林水産業費】 １２　終末処理場の長寿命化に向けた対策　　【下水道特別会計】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森林づくり推進課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下水道課）

　・　予算額　　 ５９，６４５千円 　・　予算額　　 １１０，３００千円

　・　浄化センター（管理本館、塩素混和池）の耐震工事を実施する。（３４，０００千円）
　・　西川広域森林組合等と連携し、民有林の森林整備に取り組む。
　・　水源地域の森づくり事業（間伐面積１６０ｈａ、作業道延長約５，０００ｍ）

　・　民間事業者による公園内に整備したギャラリーカフェ（飲食店）の運営を開始する。

　・　森林整備と保全の推進を一層図るため、森林所有者の意向調査を行う。

　・　市内全域の防犯灯をＬＥＤ照明灯に交換し、消費電力の削減と温室効果ガスの削減による
　　  環境負荷低減と電気料金削減に向け、１０年間の一括リースを開始する。

　・　アニメコンテンツを活用したシティセールスとして、アニメ「ヤマノススメ」を活用した魅力発信

　・　ストックマネジメント実施方針を策定する。（７６，３００千円）

　・　入間川源流域の植生を調査するとともに、環境を整備する工事を実施する。

　・　交流人口の増加を図るため、夜間ライトアップや開館時間の延長、ＰＲ強化を行う。

　・　子育て環境の充実を図るため、双柳放課後児童クラブを分割し、施設を新設する。

　・　市と市民、社会福祉協議会が一体となり、第３次はんのうふくしの森プランを策定する。

　・　子どもたちの郷土愛や誇りを醸成するため、市内小学生がメッツァビレッジを体験する。

      を行い、市の認知度向上につなげる。

　・　市民生活における交通環境の向上を図るため、石倉唐竹線の整備を実施する。

　・　質の高い学校教育を推進するため「学校教育アドバイザー」を設置する。

平成３０年度予算の主な新規事業 
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１　　ふるさとはんのう応援事業（継続）　　【総務費】 ７　　企業誘致事業・創業支援事業（継続）　　【商工費】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賑わい創出課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業振興課）

　・　予算額　　 ９２，２７５千円 　・　予算額　　 １８２，３７４千円

２　　戦略的シティプロモーションの推進（拡充）　　【総務費】 ８　　都市回廊空間整備事業（拡充）　　【商工費】
（情報戦略課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観光・エコツーリズム推進課）

　・　予算額　　 １５，８７２千円 　・　予算額　　 ５３，２４１千円

３　　０歳児おむつ無償化事業（継続）　　【民生費】 ９　　道路改良事業（拡充）　　【土木費】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（子育て支援課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路公園課）

　・　予算額　　 ２６，２６０千円 　・　予算額　　 ７５，４５０千円

４　　子ども医療費給付事業（継続）　　【民生費】 １０　飯能住まい事業（継続）　　【土木費】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保険年金課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（まちづくり推進課）

　・　予算額　　 ２１４，０３７千円 　・　予算額　　 ５，６３１千円

５　　生ごみ処理器はんのうキエーロ購入費補助金（継続）　　【衛生費】 １１　公共下水道整備事業（継続）　　【下水道特別会計】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資源循環推進課） （下水道課）

　・　予算額　　 ２，２５０千円 　・　予算額　　 ５７３，７９１千円

６　　鳥獣被害対策事業（継続）　　【農林水産業費】 １２　土地区画整理事業（継続）　　【土地区画整理特別会計】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農業振興課） （区画整理課）

　・　予算額　　 １４，７４７千円 　・　予算額　　 １，２６２，５８８千円

　・　企業誘致の推進及びサテライトオフィスの進出支援を図るため、奨励金等を交付する。
　・　市内の創業や新規出店の促進を図るため、補助金を交付する。

　・　都市回廊空間の拠点の一つである飯能河原をライトアップし新たな魅力を創出する。
　・　老朽化した観光トイレをリニューアルし、水辺空間の魅力を向上させ観光人口を増やす。

　・　“農のある暮らし”「飯能住まい」制度をより推進し、子育て世代などの移住定住の促進及び地域
　　　コミュニティの活性化を図る。

　・　道路交通の安全性や利便性の向上、交流人口増加に寄与する交通環境整備を推進する。
　・　市道１－５号線（精明地区）等の路線を整備する。

　・　中学３年生までの医療費の支給により、経済的負担を軽減し、子どもの保健の向上を図る。

　・　新聞や雑誌などによる広告宣伝を積極的に行い、認知度向上を目指す。
　・　ふるさと納税を積極的に展開するため、市の特産品をはじめとした返礼品を充実させる。

　・　訴求力の高い、魅力に満ちたホームページを運用する。（市ホームページ運営事業）
　・　メディアの特性を生かし、拡散力を高める情報発信を行う。（情報メディア発信事業）

　・　子育て世代、若者世代の人口増加を目指し、０歳児のおむつ等購入に対して助成する。

　・　土地区画整理事業に伴う設計、建物移転、造成工事などを実施する。
　　（平成２９年度からの繰越分１２６，８００千円、平成３０年度事業分１，１３５，７８８千円）

　・　有害鳥獣による農産物の被害を防止するため、有害鳥獣の捕獲を実施する。

　・　土地区画整理事業地内及び未整備地区の公共下水道工事などを実施する。
　　（平成２９年度からの繰越分１３４，０００千円、平成３０年度事業分４３９，７９１千円）

　・　西川材を利用した生ごみ処理器はんのうキエーロの購入に対して補助金を交付する。

　・　市民の自己防衛の知識及び意識の向上のため被害防止施設設置に対して補助金を交付する。

平成３０年度予算の主な継続・拡充事業 
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